
Moonshot AI「Kimi K3.1 Pro」調査報告
基準時点：2026年10月24日（日本時間）／発表日：2026年10月24日（中国標準時）

エグゼクティブサマリー

Moonshot AI（北京月之暗面科技有限公司）が2026年10月24日に発表した Kimi K3.1 Pro は、同社が「これ
までで最も高性能な3兆パラメータ級（3T-class）のopen-weightモデル」と位置づける新世代モデルであ
る。最大のポイントは、単なるチャット性能ではなく、100万トークンのコンテキスト、長時間のコーディン
グ・エージェント、3D/CAD、金融調査・モデリング、ツール利用を伴う知識労働に重点を置き、Claude
Opus 5.5やGPT-6 Astra級のクローズドモデルに迫る性能を狙っている点にある。APIとKimi製品群では発表
当日から利用可能だが、モデル重みは発表時点では未公開で、Moonshotは2026年11月4日までの公開を予
告している。したがって、現時点で「open-weightモデル」と呼ぶ場合は「公開予定」を含む表現が正確であ
る。 

独立系評価のArtificial Analysisでは、初期評価で Intelligence Index 55、総合4位と報告され、Claude Opus
5.5の58に次ぐグループに入り、GPT-6 Astra、Claude Fable 5.1、Gemini 4 Argonの53を上回ったと報告され
ている。これは、予定通り重みが公開されるなら、公開重みモデルの能力水準を一段押し上げる可能性があ
る。ただし、この評価は公開直後のものであり、長期的な再現性、各言語、日本語性能、企業実務での安定
性はまだ検証途上である。 

一方、安全性面で今回特に重要なのは、Moonshotがサイバー攻撃能力を意図的に削ったことを明示した点で
ある。中間学習とRL環境からサイバー関連データを除去し、内部の脆弱性発見・exploit評価では無制限
チェックポイントの90.5%から公開予定版の81.0%へ低下させた。これは「公開重みの能力を最大化する」の
ではなく、「公開可能な安全境界まで能力を下げる」という設計判断であり、Reutersも今回の発表をこの点
を中心に報じた。ただし、この81.0%自体も相当に高い水準であり、かつMoonshot社内評価で独立検証され
ていない。 

価格面では中国向け公式APIで標準版が 入力13元／100万token、出力68元／100万token、Highspeed版が
26元／136元。国際APIの観測価格は標準版が $2/$10、Highspeedが $4/$20 で、標準版はClaude Sonnet
5.5やGemini 4 Argonの期間限定価格と同程度、Claude Opus 5.5の半額、GPT-6 Astraの5分の1程度である。
価格性能比はK3.1 Proの最も強い競争力になり得る。 

ただし、企業導入については即時全面採用より、限定的な評価導入が妥当である。理由は、K3.1固有のモデ
ルライセンスが10月24日時点でまだ公開されていないこと、学習データの具体的構成が十分開示されていな
いこと、毒性・バイアス・prompt injectionなど包括的なsystem cardが確認できないこと、そして中国発モ
デル特有のデータ移転・地政学・輸出管理上の不確実性があるためである。特にEU展開企業はAI ActのGPAI
義務、日本企業は個人情報保護法とデータ保存場所、中国法適用の有無を別途確認すべきである。 

総合判断 評価

技術的重要性 非常に高い。open-weightとfrontier級agentic性能の差を縮める可能性

発表時点の成熟度 APIは利用可能、重みは未公開

価格競争力 高い。標準API $2/$10
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総合判断 評価

独立評価 有望だが初期段階。Artificial Analysis 55／4位

安全性開示 サイバー対策は異例に具体的。他分野は不足

エンタープライズ適性 PoCは推奨、本番全面展開は契約・データ・安全監査後

最大の不確実性 K3.1固有ライセンス、重みの実際の構成・運用コスト、独立安全評価

事実確認と提供形態

発表日時と一次情報

Moonshotの公式Researchページでは Kimi K3.1 Proの日付を2026年10月24日としている。公式技術ブログ
「Introducing Kimi K3.1 Pro」も同日に公開され、K3.1シリーズ最初のモデルであること、3T-class、100万
token context、Kimi.com・Kimi Work・Kimi Code・APIで即日提供し、重みを11月4日までに公開すると発
表した。 

主要な一次情報は、Moonshot公式K3.1 Pro技術ブログ、Kimi Research一覧、Kimi APIモデル一覧、API料金
表、および公式X投稿である。公式Research indexは10月24日付を明記している。 

正確な発表時刻については注意が必要である。 公式ブログ自体は公開「時刻」を表示していない。公式Xの投
稿ID 2113680701770068067  をX/TwitterのSnowflake時刻としてデコードすると、2026年10月24日01時15
分24秒ごろ（中国標準時、UTC+8）、日本時間では02時15分ごろ、UTCでは10月23日17時15分ごろとな
る。これはページ上で公式に表示された時刻ではなく、投稿IDに基づく推定値である。このUTC差によっ
て、OpenRouterや一部英語圏サイトがリリース日を「October 23」と表示していることと矛盾しない。 

提供形態

発表日現在の状況は次の通りである。 

形態
2026年10月24日
時点

備考

Kimi.com / モバイル 提供開始 iOS、Android、HarmonyOS

Kimi Work 提供開始 Desktop 3.1.0以上

Kimi Code 提供開始 /model  で選択

API 提供開始 kimi-k3.1-pro

Highspeed API 提供開始 kimi-k3.1-pro-highspeed

モデル重み 未公開 11月4日までの公開を予告

オンプレミス
発表時点では未
提供

重み公開後に技術上可能になる見込み。ただし公式サポー
ト形態は未発表

Kimi Enterprise 利用可能 K3.1は管理者が有効化。初期状態OFF

API Zero Data
Retention

提供 API顧客向け
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Kimi Codeの公式仕様では最大 1,048,576 token のコンテキストを扱い、K3.1 Proはreasoning/thinkingを
無効化できない「thinking-only」モデルとされる。画像・動画入力にも対応する。MoonshotはOpenAI互換
Chat Completions/Responses系およびAnthropic系プロトコルへの対応も案内している。 

価格

中国公式API価格は明確に公開されている。 

Kimi API 入力 / 1M token 出力 / 1M token Cache write Cache hit

K3.1 Pro ¥13 ¥68 ¥13 ¥1.30

K3.1 Pro Highspeed ¥26 ¥136 ¥26 ¥1.30

国際APIについてArtificial Analysisが観測している価格は、通常版が $2 input / $10 output、Highspeedが 
$4/$20 である。Highspeedは出力速度向上と引き換えに、cache hitを除けばほぼ2倍の料金体系となる。 

ライセンスと利用規約

ここは「open-weight」という表現だけから判断してはいけない重要部分である。

K3.1 Pro固有のweight licenseは、10月24日時点では未確認／未公表である。 重み自体がまだ公開されてい
ないため、K3のライセンスがそのままK3.1へ継承されると仮定すべきではない。したがって、現時点では
「Apache 2.0」「MIT」等の意味でopen-sourceと断定することはできず、正確には open-weight公開予定
モデルである。 

参考として前世代Kimi K3には独自の「Kimi K3 License」があり、使用・改変・配布・fine-tuning等を広く
許す一方、Model-as-a-Service事業を行い関連企業を含む連続12か月売上が2,000万ドルを超える場合には
Moonshotとの別途契約を求める。また、月間1億MAU超または月商2,000万ドル超の商用製品には「Kimi
K3」の表示義務がある。これはあくまでK3の条件であり、K3.1の条件では未確認である。 

Kimi一般サービス規約では、法的に認められる範囲でユーザーがInput/Outputの権利を保持する一方、サー
ビス改善のためMoonshotにInput、Output、feedbackをモデル最適化へ利用する無償ライセンスを与える規
定があり、希望しない場合はMoonshotに連絡するとされている。これに対しAPIではZero Data Retentionが
提供されるため、企業では一般利用規約とAPI/Enterprise契約のどちらが適用されるかを契約単位で確認す
る必要がある。 

技術仕様と学習方式

モデルサイズとアーキテクチャ

MoonshotがK3.1 Proについて直接公表している表現は 「3T-class」であり、K3.1固有の厳密な総パラメータ
数・active parameter数は発表文では再提示されていない。API文書も「3兆級参数」と表現する。したがっ
て、K3.1 Pro＝正確に2.8T/104B activeと断定するのは現段階では慎重であるべきだ。 

ただしK3.1 ProはMoonshot自身が「Kimi K3のpost-trained version」と明言しているため、基盤となるK3
の仕様は重要である。K3の技術報告では、総パラメータ約 2.8兆、1 tokenあたり約104B active の巨大MoE
で、896のrouted expertsのうち16をtokenごとにactivateする構造を採用する。attentionは主に Kimi Delta
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Attention（KDA）を使い、一定間隔でglobalなGated MLAを配置し、Attention Residualsを組み合わせる。
またMoonViT系visual encoderによるnative multimodal設計を持つ。 

したがって、現時点で最も厳密な表現は、

K3.1 Proは3T-class。基盤K3は2.8T total / 104B activeだが、K3.1固有の正確なparameter
accountingは未確認。

となる。

新規tokenizerについての発表は確認できない。 K3のpost-trainingではXTML（eXtensible Token Markup
Language）というchat/trajectory serialization形式を使用するが、これは新tokenizerそのものではない。
K3.1発表でtokenizerの新設・語彙サイズ変更等は開示されていない。 

学習データ

K3基盤のpre-training corpusは、Moonshotの技術報告によれば Web Text、Code、Mathematics、
Knowledge の4主要テキスト領域と大規模vision corpusからなる。vision側にはcaption、image-text
interleaved documents、OCR、perception、video、visual codingが含まれる。フィルタリングはrule-
based heuristics、classifier-based quality scoring、deduplicationを組み合わせ、領域別sampling ratioを
小規模モデルのablationで調整している。vision corpusはopen-source collectionsと社内pipelineによる
filtering、synthesis、deduplicationの組み合わせである。 

ただし、具体的なWebサイト一覧、データ量、著作物の割合、言語別比率、日本語データ比率などは公開さ
れていない。したがってEU AI Actが求めるtraining-content summaryとの関係では、現在の技術報告のカテ
ゴリレベル開示だけで十分かは別途検討が必要になる。EUはGPAI providerにtraining content summaryと
EU著作権への対応policyを求めている。 

K3.1固有の変更として特に明示されたのはサイバーデータであり、open-weight版ではmid-training corpus
とRL environmentの双方からcyber-related dataを識別・除去したとMoonshotは説明する。 

Post-training

K3.1の本質はpre-trainingの全面刷新よりも、post-training computeの大幅拡張にある。Moonshotは
hundreds of downstream domainsにまたがるjoint RLを実施するため、RL framework、long-context
inference、training efficiency、sandbox infrastructure、rollout scheduling、environment quality-check
platformまで再設計したとしている。 

基盤K3のpost-trainingは大きく、SFT → RL → Multi-Teacher On-Policy Distillation（MOPD）の3段階で
構成される。SFTでは先行Kimiモデルのdomain-specializedモデルからagentic trajectoryを生成し、多段階
verificationとhuman-in-the-loop annotationを行う。その後、general reasoning、general agents、coding
agentsなどについてRLを行い、複数expert policyをMOPDで単一モデルへ統合する。K3.1発表はさらに大規
模なRLを加えたことを強調しているが、K3.1固有のSFT token数、RL FLOPs、human-feedback量などは公
表していない。 

従って「RLHF」と一括りにするより、公開情報からは SFT + environment-based RL + multi-teacher on-
policy distillation と表現する方が正確である。人間annotatorはSFTデータverificationに関与するが、典型
的な「人間の好みだけをreward model化するRLHF」だけで構成されたモデルではない。 
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量子化、メモリ、推論速度

K3技術報告ではSFT以降に quantization-aware training（QAT）を導入し、MoE expert weightにMXFP4、
activationにMXFP8を使用している。またspeculative decoding向けのdraft/MTP機構も採用する。これはK3
基盤の設計であり、11月4日に公開されるK3.1 checkpointがどのフォーマット・精度・量子化variantを提
供するかは未確認である。 

重みがK3相当の約2.8Tだと仮定した場合、4bitで全weightを単純格納するだけでも

2.8兆 × 4bit ≈ 1.4TB

となる。これはKV cache、非MoE layer、runtime buffer、replication、routing overhead等を含まない理論
的な概算である。このため、たとえ「open-weight」であってもK3.1級モデルのフルself-hostingは通常の単
一GPUサーバ向けではなく、multi-GPU/multi-nodeを前提とする可能性が高い。ただし、K3.1の公式最小
VRAM/RAM要件はまだ発表されていない。基礎値となるK3が2.8T級であることはMoonshotの技術資料に基
づく。 

APIの実測についてArtificial Analysisは、標準Kimi providerで約 77.1 output token/s、time-to-first-
answer-token 28.83秒、Highspeedで約 126.1 token/s、18.10秒を観測している。同社の現在のdefault
workloadは約10k input tokenであるため、短いチャットの体感latencyと同一視すべきではない。Moonshot
自身はHighspeedを標準版の約2～3倍と説明している。 

ベンチマークと安全性評価

Moonshotの主要主張は、古典的なMMLU/MT-Benchよりも、agentic coding・長期タスク・knowledge
workを重視している。公式K3.1発表内を確認した限り、MMLU、MT-Bench、GPT-4oとの直接比較は掲載
されていない。これは未報告であり、「K3.1のMMLUが○○」等の数字を現時点で推測すべきではない。 

主要評価

評価 Kimi K3.1 Pro 比較対象 性質・注意点

Terminal-Bench 4.0 65.7%
Claude Opus 5.5 66.4%、

GPT-6 Astra 58.2%
Moonshot報告。
coding agent

Kimi Code Bench 3.0
Long-horizon

61.2 K3 55.95
Moonshot内部
benchmark

BenchCAD with tools 92.7 Opus 5.5 96.2、Astra 95.9 CAD/3D tool use

Internal Financial
Modeling

57.6 K3 50.4 社内評価

Internal Financial
Research

70.4 K3 58.8 社内評価

Internal Business
Operation

37.0 K3 8.9
社内simulation、約
4.2倍

Hallu Bench Hard +
tools

8.3%
hallucination

K3 23.4%
低いほど良い。社内評
価
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評価 Kimi K3.1 Pro 比較対象 性質・注意点

xdev-bench-hard
pass@3

81.0%
無制限checkpoint 90.5%、

K3 33.3
サイバー社内評価

Artificial Analysis
Intelligence Index

55、総合4位
Opus 5.5 58、Astra/Fable/

Argon 53
独立系・公開直後評価

Moonshot公式値については、Terminal-BenchでK3.1にClaude-Code harnessを使う一方、比較モデルには
各社blogまたはleaderboardの最大値を採用するなど、すべてのモデルを完全に同一条件で再実行しているわ
けではない。したがって数ポイントの差、特に65.7対66.4のような差を統計的に明確な優劣と見るべきでは
ない。 

Anthropic自身もTerminal-Bench 4.0でOpus 5.5を66.4%、GPT-6 Astraを57.9%としており、Moonshotの
Astra 58.2とは0.3ptの差がある。これはbenchmark version、実行条件、参照する公開結果の違いを示す好
例である。 

独立系Artificial Analysisの初期結果ではK3.1 ProのIntelligence Indexは55で、公開直後としては非常に高い
位置にある。Simon Willisonもこの結果を取り上げ、Opus 5.5の58に次ぎ、Astra、Fable 5.1、Gemini 4
Argonの53を上回ったと報告している。ただしAA評価ではK3.1は比較的多くのtokenを消費しており、能力だ
けでなくtoken効率も実運用では見る必要がある。 

上図はArtificial Analysisの初期結果をSimon Willisonが要約した値による。K3.1の意味は「絶対的に最強」
ではなく、予定通り重みが公開されれば、open-weight領域にクローズドfrontierとの差が数ポイントしか
ないモデルが入ってくる可能性がある点にある。これは現時点では初期評価に基づく分析である。 
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ハルシネーションと人間評価

MoonshotのKimi Hallu Bench Hardでは、claim-level hallucination rateがK3の23.4%からK3.1 Proの8.3%
へ低下した。toolsなしでは5.4%とされ、Moonshotの表ではGPT-6 Astra 4.2%、Opus 5.5 6.8%との比較も示
されている。ただしMoonshotは、このtestが故意にモデルが失敗しやすい難問を集めたstress testであり、
通常利用時のerror rateを表すものではないと明記している。 

launch materialではDECK-Arena等のgraderについて10,000件以上のhuman judgmentを用いてcalibration
したとの説明はあるものの、これは最終評価をすべて人間が直接比較したhuman preference testとは異な
る。公開直後時点では、K3.1についてAnthropicのalignment auditのような包括的なhuman/behavioral
system cardは確認できない。 

セキュリティ、安全性、法規制

サイバー能力を意図的に落とした設計

K3.1 Proで最も独特な安全設計は、output filterだけではなく学習データ段階で攻撃能力を下げたことであ
る。Moonshotはcyber-related contentをmid-training corpusとRL environmentから除去した。内部xdev-
bench-hardでは、同じpipelineで安全措置を外したcheckpointが90.5%を解くのに対し、公開予定K3.1 Pro
は81.0%となった。前世代K3の33.3%からは大幅に高いため、一般coding能力の向上だけでもcyber能力が相
当に上がることも示している。 

Moonshotは原則として「絶対的なサイバー能力frontierを押し上げるopen weightsは公開しない」と表明し
た。一方、防御側が自社コードを監査できる利点を理由に、一定水準のdual-use能力はopen-weightとして
配布する方針である。Reutersはこの安全上のtrade-offを今回の発表の中心的論点として扱い、90.5/81.0と
いう数値は独立検証されていないことも指摘した。 

これは合理的な試みであるが、81%のexploit系内部benchmarkを解くモデルを「低リスク」と呼べるわけ
ではない。さらに重みが公開されれば、API側のcontent filterやaccount suspensionだけでは制御できなくな
る。追加fine-tuningやadapterでどこまで失われたcyber能力が回復するかも現段階では未知である。これは
公開重みの性質とMoonshotの評価結果から導かれるリスク分析であり、実証済みのK3.1攻撃事例を意味しな
い。 

誤情報、毒性、jailbreak、アクセス制御

誤情報についてはHallu Benchがある一方、公式発表内で toxicity、hate speech、bias、persuasion、
CBRN、self-harm、child safety、prompt-injection resistanceなどの体系的なK3.1固有評価は確認できな
かった。実際、launch blogには「toxicity」の記載もない。したがって「安全性全般がOpus/Astra並み」と
結論付ける根拠はない。 

ホステッドサービスでは利用規約が違法・有害用途、security mechanismの迂回、jailbreakによる悪意ある
誘導、AI生成物の識別子除去などを禁止している。中国の生成AI規則に合わせ、生成物には原則として
visible/implicitなAI-generated identifierを付すとしている。 

企業面では、Kimi EnterpriseでK3.1 accessが初期状態OFF、APIでZero Data Retentionが選べ、Kimi
Businessでpersonal/organization account separationとmember managementを提供する。一方、launch
発表ではSCIM、SIEM integration、detailed audit log、customer-managed keys等までの包括的security
control一覧は示されていないため、規制産業では個別確認が必要である。 
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公開当日に調査した範囲では、K3.1 Pro固有の独立した重大脆弱性・jailbreak報告はまだ確認できない。重
みも未公開であるため、これは安全であることを意味せず、単に検証期間がほぼ存在しないという意味であ
る。初期コミュニティ評価は性能中心で、安全監査として扱うべきではない。 

中国

中国では生成AI providerにネットワーク情報安全、個人情報保護、違法生成物への対処、ユーザーによる違
法利用時の警告・停止・記録・報告などを求める「生成式人工智能服务管理暂行办法」が既に存在する。 

さらに発表8日前の2026年10月16日、中国商務部・科技部は技術輸出管理リスト改定案を公表し、AIによる
悪意あるコード生成・変異技術を禁止対象、AI-assisted vulnerability discoveryを制限対象に加える案を示
した。一方、open-source化や既にpublic domainとなった技術には自動許可・適用除外等の便宜措置も検討
している。K3.1のcyber ablationがこの政策だけを理由に行われたとの証拠はないが、発表時期と設計思想が
中国の政策方向と一致していることは注目に値する。Reutersも両者を関連文脈で報じた。 

EU

EUではGPAI providerへのAI Act義務が2025年8月2日から適用され、2026年8月2日から欧州委員会による本
格的なenforcementが始まっている。EU市場にK3.1を提供する場合、providerにはtechnical
documentation、downstream provider向け情報、EU copyright compliance policy、training content
summary、EU域外providerの場合のauthorised representativeなどが問題となる。free/open-source
modelには一部免除があり得るが、training-content summaryやcopyright関連義務は残り、systemic-risk
modelにはopen sourceであっても追加のmodel evaluation、incident reporting、cybersecurity義務が課さ
れる。 

K3.1がAI Act上の「systemic risk」に法的に該当するかは、今回公開された「3T-class」というparameter
countだけでは判断できない。EU側の判定にはtraining compute等の条件・designationが関係するため、現
時点では未確認である。ただしEU向けdistributionを予定するなら、11月のweight release時にMoonshotが
どこまでtraining summaryとtechnical documentationを公開するかが重要になる。 

米国

米国では2025年に旧AI Diffusion Ruleが撤回される一方、advanced semiconductorと中国AI modelの
training/inferenceに関するexport-control scrutinyは維持・強化されている。BISはPRC advanced
computing IC利用や、米国origin chipが中国AI modelのtraining/inferenceに使われるリスクについて
guidanceを出している。 

今回確認した連邦一次資料の範囲では、一般民間企業によるK3.1利用そのものを一律禁止する連邦ルールは
特定できなかった。しかしnational-security用途では、米政府はAI systemsについてsupplier、supply-chain
resilience、test/evaluation/validation/verification、adversaryがsystemをdisable/degradeできないこと等
を強く要求している。この条件を考えると、中国originのhosted APIは米国政府・防衛・重要インフラ案件で
かなり高いvendor-risk scrutinyを受ける可能性が高い。これは政策文書からの推論である。 

日本

日本では「人工知能関連技術の研究開発及び活用の推進に関する法律（AI法）」が2025年6月4日に公布・一
部施行され、同年9月1日に全面施行された。2026年7月には第Ⅱ期人工知能基本計画も閣議決定され、総務
省・経産省の「AI事業者ガイドライン」は2026年3月に第1.2版へ更新されている。EU型の包括的事前規制だ
けでなく、ガイドライン・既存法・risk-based governanceを組み合わせる枠組みが中心である。 
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日本企業にとってKimiで特に重要なのは個人情報と越境データである。個人情報保護委員会は過去に
DeepSeekについて、データが中国所在serverへ保存され中国法が適用される点を明示して注意喚起した。こ
れはKimiのデータが必ず中国に保存されることを意味しないが、中国発AIについてdata residency・
subprocessor・applicable lawを具体的に確認することが日本当局の関心事項であることを示している。
Kimi採用時にはZDRの有効範囲、backup/log、support access、国外移転を契約で確認すべきである。 

市場・競合とビジネスへの影響

Frontierモデルとの比較

以下は2026年10月24日時点の主要モデル比較である。価格は標準APIの100万tokenあたり。GoogleのArgon
価格は11月30日までのintroductory priceである。 

モデル 重み Context
API入力 /

出力
主な特徴

自社運
用

Kimi K3.1 Pro
11/4までに
公開予定

1M $2 / $10
3T-class、vision/video、
long-horizon coding、3D、
finance

公開後
可能性
あり

Kimi K3.1 Pro
Highspeed

同上 1M $4 / $20 2～3倍高速 同上

OpenAI GPT-6
Astra

非公開 1.05M $10 / $50
frontier reasoning/coding、
tools

不可

Anthropic
Claude Opus 5.5

非公開 1M $4 / $20
agentic coding、knowledge
work、安全評価充実

一般に
は不可

Google Gemini 4
Argon

非公開 1.048M
$2 /

$10※
text/image/video/audio/
PDF、long decode

不可

Mistral Large 4
open-
weight

1M
$1.36 /

$4.18
1.05T total、52B active MoE 可

※Gemini 4 Argonは2026年11月30日まで$2/$10、12月1日以降$4/$20とGoogleが案内している。 

OpenAIのGPT-6 Astraは1.05M context、標準価格$10/$50で、K3.1標準版の約5倍のtoken単価である。一
方、より安価なGPT-6.1 Solは$2/$10でK3.1と一致するため、実際の競争相手は「Astraだけ」ではなくSol、
Claude Sonnet 5.5、Gemini Argonといった価格最適化frontierモデルでもある。 

AnthropicはClaude Opus 5.5を$4/$20、Sonnet 5.5を$2/$10としている。つまりK3.1標準版はSonnetと同価
格帯で、Moonshot自身の一部coding benchmarkではOpusに接近する。これが再現されるなら、K3.1の市
場インパクトは「世界最高スコア」よりも、Opus級に近いagentic capabilityをSonnet級の価格と公開予定
の重みで提供することにある。 

ただしopen-weight市場ではMistral Large 4も強力な競合である。Mistral Large 4は総1.05T/active 52B、1M
contextで、APIは$1.36/$4.18とK3.1より安く、同社は10月末のweight releaseを案内している。self-hosting
を考える企業では、純粋なbenchmark性能だけでなく、必要GPU数・電力・serving complexityではより小
さいMistralの方が有利になる可能性がある。 
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開発者・企業への影響

K3.1の重要性は、OpenAI/Anthropic/Googleのようなclosed APIと、DeepSeek/Mistral/Kimi型open-weight
ecosystemの間で、「能力差」より「運用・契約・計算コストの差」が意思決定の中心になる可能性を高め
る点にある。

クラウドAPI利用者にとっては、$2/$10という価格と1M contextにより、大量のrepository、document
set、financial filingを一度に扱うagentが現実的になる。さらにOpenAI/Anthropic互換interfaceを用意して
いるため、既存agent stackでのA/B testもしやすい。 

一方、オンプレミスでは3T-classという巨大さが弱点になる。重みが無料または自由利用可能でも、フルモデ
ルのservingには相当量のGPU memoryとinterconnectが必要になる可能性が高い。したがって、open
weights＝低コストではない。企業によってはMoonshot APIを使う方が圧倒的に安く、data sovereigntyの
ためにself-hostingする企業だけが大規模GPU clusterを負担する、という二極化が想定される。基盤K3の
2.8T規模がこの分析の根拠である。 

産業別の可能性

ソフトウェア開発では最も直接的な影響がある。Terminal-Benchの高得点とlong-horizon codingへの重点か
ら、単一function生成よりrepository migration、test/debug、複数toolを跨ぐagent型開発が主要用途にな
る。人間エンジニアの役割はcode typingから仕様定義、agent supervision、security reviewへ移りやすい。
後半は性能特性からの分析であり、雇用削減を直接実証するデータではない。 

金融・コンサルティング・調査では、1M context、web/tool use、financial modeling/researchが明確な重
点領域である。内部Financial ResearchがK3の58.8から70.4へ伸びたことは有望だが、hallucinationがゼロ
になったわけではないため、投資判断・信用判断を自動化するのではなく、evidence citationと人間review
を前提としたresearch copilotとして使うのが妥当である。Kimiの利用規約自身もoutputを重要な個人判断等
の唯一の根拠としないよう注意している。 

検索・企業内knowledgeでは、100万token contextとagentic browsingの組み合わせが、単純なRAGから
「大量資料を読み、追加検索し、表計算やレポートまで作成するagent」への移行を加速する可能性がある。
これはOfficeQA、financial research、long-horizon agent性能からの推論である。 

3D・CAD・ゲーム制作はK3.1が他frontier LLMとの差別化を狙う領域である。MoonshotはUnity、Unreal、
Godot、Three.js、3D asset/CAD workflowsを明示しており、BenchCAD with toolsで92.7を報告している。
ただし生成物の品質やIP・安全基準を満たすかは別問題である。 

ロボティクスについては、native video/vision、長期planning、tool callingはworld-model/robot-agentの
上位plannerとして有用になり得るが、今回の発表にrobotics-specific benchmark、real-world control、安
全認証の結果はない。従ってロボティクスへの適性は将来可能性であり、現段階では実証済み能力ではな
い。 

地政学的な意味

K3.1が予定通り高性能な重みを世界配布すれば、中国AI企業は単に「国内向けChatGPT代替」を提供する立
場から、世界のdeveloper infrastructureそのものを供給する側へ近づく。この点は、米国のchip/export
policyと中国のAI technology export controlという両方向の政策に挟まれる。 

一方で、中国originのモデルを政府、防衛、金融、医療等に利用する企業には、data access、foreign law、
software supply chain、model update provenance、sanctions/export controlsの継続監視が必要になる。
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open weightsは「中国serverにpromptを送らずself-hostできる」という地政学上の利点をもたらす反面、
licenseやweight provenance、security patchの責任を利用企業側に移す。これはopen-weight配布形態と各
国政策から導かれる構造的trade-offである。 

初期反応と評価の読み方

日本語圏の初動では、PC Watchが10月24日朝に、K3.1 ProがClaude Opus 5.5に迫るcoding性能、3D生成、
11月4日のweight releaseを打ち出した点を取り上げた。XenoSpectrumもArtificial Analysisの55点・世界4
位という結果と、Moonshot自身のbenchmarkを中心に報じており、日本語技術メディアの初期関心は「中
国モデル」という属性以上に、open weight × frontier級性能 × 低価格の組み合わせに向いている。 

英語圏ではReutersが性能よりも、Moonshotがcyber offensive capabilityを意図的に抑えた点と、中国の輸
出管理案との関係を強調した。これはK3.1が単なるbenchmark競争だけでなく、「どの能力までopen
weightsとして配布すべきか」というAI governanceの実験例として見られていることを示す。 

著名developerのSimon Willisonは、$2/$10という価格、11月4日のweight release予定、Artificial Analysis
で55という結果を取り上げ、「この水準に達する（予定の）open-weightモデルは初めて」という趣旨で評
価している。ただし重みそのものはまだ公開されていないことも明確に指摘している。 

Hacker Newsなどのdeveloper communityでは、Pac-Man生成benchmarkでSonnet 5.5と同点を取ったとい
う個別事例や、APIのcost-performanceを評価する声がある一方、rate limit、token消費量、Highspeed価格
への不満も見られる。これらは正式benchmarkではなく個人テスト・逸話であるため、定量的な性能証拠と
は分けて扱うべきである。 

現時点の反応をまとめると、肯定的評価は主に「性能/価格/open-weight」、慎重論は「重み未公開」
「vendor benchmark依存」「cyber/security」「巨大モデルゆえのself-host cost」に集中している。これは
公開初日の情報環境としては妥当であり、特に11月4日のweight drop後に評価が大きく変わる可能性があ
る。 

推奨と結論

短期、今後およそ六か月

企業に対する最適な対応は、「採用するか否か」を今すぐ二択で決めることではなく、評価対象model set
へ直ちに追加することだと考える。

特にsoftware engineering、financial research、large-document analysis、3D/CADの企業は、K3.1 Pro、
Claude Opus/Sonnet 5.5、GPT-6 Astra/Sol、Gemini 4 Argon、Mistral Large 4を同一の自社task setでblind
A/B evaluationすべきである。public benchmarkだけではharness差が大きく、Moonshot自身もモデルご
とに評価条件が完全統一されていないことを開示しているからである。 

本番導入のgateとしては少なくとも、11月4日のweight releaseとK3.1固有ライセンス確認、data
residency/ZDR契約確認、prompt-injection・data exfiltration・hallucination・cyber misuseのred-
team、モデル更新時の再評価を条件にするのが妥当である。K3 predecessorの独自ライセンスには大規模
MaaS事業者への別契約条件があるため、K3.1でもlicense reviewを省略すべきではない。 

日本企業では、機密情報や個人情報をKimi hosted APIへ送る前に、保存地域、subprocessor、training利
用、ZDRの対象範囲、law-enforcement requestへの対応をDPA/契約書で確認するべきである。特に消費者
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向け一般規約にはInput/Outputをmodel optimizationへ利用する規定があるため、enterprise/API契約との
差異を確認する必要がある。 

研究者には、Moonshotのvendor benchmarkを再実行するだけでなく、日本語能力、長文100万token時の
needle/faithfulness、agent途中失敗、prompt injection、cyber fine-tuning recoverability、token
efficiency、量子化後の性能劣化を重点的に測定する価値がある。特に「cyber能力をtraining-data removal
で制御する」手法は、open-weight safety研究上重要な実験ケースになる。 

中期、一〜二年

K3.1の性能が独立評価で維持され、weight releaseが実行され、licenseも実用的であれば、今後1～2年で最
も大きな変化は frontier-class intelligenceそのものの希少性低下だと予測する。K3.1、Mistral、DeepSeek
等のopen-weight陣営がclosed frontierに数ポイント以内まで追随し続ければ、競争軸はモデルIQから、
latency、serving cost、tool ecosystem、enterprise security、data sovereignty、fine-tuning、regulatory
complianceへ移る。K3.1の初期AA 55対Opus 58という差は、この方向性を示す初期シグナルである。 

価格にも下押し圧力がかかる可能性が高い。K3.1とSonnet 5.5、Gemini Argonが既に$2/$10周辺で競合し、
Mistral Large 4はさらに低価格である。frontier能力が複数供給者から得られるようになるほど、enterprise
buyerはmodel routingやmulti-model strategyを採りやすくなる。 

社会・雇用面では、K3.1のようなモデルが最も影響するのは「職業丸ごとの置換」より、まず長時間かかっ
ていた知識労働のtask bundleの圧縮である可能性が高い。software migration、research dossier、
financial model、presentation、3D prototypeなどを1つのagentが連続実行する能力が上がるほど、junior-
level production workの価値は低下し、人間側ではproblem definition、domain judgment、verification、
accountabilityの比重が上がる。ただしK3.1固有の雇用効果を示す実証研究は現時点で存在せず、これは能力
特性からの中期予測である。 

規制面では、K3.1は「closed APIならprovider側filterで制御できるが、open weightsは利用者がcontrolを外
せる」という従来問題に対し、weight公開前にtrainingそのものから特定能力を削るという別の安全モデル
を提示している。この手法が効果的だと独立研究で確認されれば、将来のopen-weight safety standardや
export-control設計にも影響する可能性がある。逆にfine-tuningで簡単に能力が復元されるなら、政策上の
有効性は限定的になる。 

総括すると、Kimi K3.1 Proは2026年のLLM競争で重要なリリースである可能性が高い。ただし「新しい最
強モデル」と単純化するより、「frontier級agentic能力、100万token、低価格、将来のopen weights、そ
して能力レベルで行う安全制御を一つにまとめたモデル」と見る方が本質に近い。 現時点で最も強い証拠は
API上の利用可能性、Moonshotの公式benchmark、Artificial Analysisの初期独立評価であり、最も大きな未
確認事項は K3.1固有のweight license、公開checkpointの正確なarchitecture/quantization、self-host
要件、包括的な第三者安全評価である。 

したがって企業の実務上の結論は、「無視すべきではないが、まだ無条件に標準化すべきでもない」である。
今後の決定的な観測点は2026年11月4日までに予定されているweight releaseであり、その時点でライセン
ス、model card、checkpoint構成、推論環境、fine-tuning容易性、安全性が確認できれば、K3.1 Proが単な
る強力な中国製APIモデルなのか、あるいはopen-weight frontierの基準を本当に変えるモデルなのかを、よ
り確実に判断できる。 

Kimi K3.1 Pro Tech Blog:
Advancing Open Intelligence
https://www.kimi.com/en/blog/kimi-k3-1-pro
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Artificial Analysis: AI Model & API Providers Analysis
https://artificialanalysis.ai/?utm_source=chatgpt.com

Kimi API 开放平台
https://platform.moonshot.cn/?utm_source=chatgpt.com

Guidelines on obligations for General-Purpose AI providers
https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/faqs/guidelines-obligations-general-purpose-ai-providers?utm_source=chatgpt.com

Kimi Research Blog | Moonshot AI
https://www.kimi.com/en/blog/

Introducing Kimi K3.1 Pro: our most capable 3T-class open ...
https://x.com/Kimi_Moonshot/status/2113680701770068067?utm_source=chatgpt.com

Model Configuration | Kimi Code Docs
https://www.kimi.com/code/docs/en/kimi-code/models.html

Kimi K3.1 Pro API Provider Benchmarking & Analysis
https://artificialanalysis.ai/models/kimi-k3-1-pro/providers?utm_source=chatgpt.com

Kimi-K3/LICENSE at main · MoonshotAI/Kimi-K3 · GitHub
https://github.com/MoonshotAI/Kimi-K3/blob/main/LICENSE

Kimi AI with K3.1 Pro | Built for Coding & Agentic Work
https://www.kimi.com/user/agreement/modelUse?version=v2

Kimi K3: Open Frontier Intelligence
https://arxiv.org/abs/2607.24653?utm_source=chatgpt.com

Kimi K3: Open Frontier Intelligence
https://arxiv.org/html/2607.24653

Introducing Claude Opus 5.5 \ Anthropic
https://www.anthropic.com/claude-opus-5-5

Simon Willison's Weblog
https://simonwillison.net/?utm_source=chatgpt.com

Kimi K3.1 Pro and K3.1 Pro Highspeed
https://news.ycombinator.com/item?id=50212065&utm_source=chatgpt.com

生成式人工智能服务管理暂行办法_中央网络安全和信息化委员会办公室
https://www.cac.gov.cn/2023-07/13/c_1690898327029107.htm

商务部新闻发言人就修订《中国禁止出口限制出口技术目录》答记者问
https://www.mofcom.gov.cn/syxwfb/art/2026/art_a4acff07e134447fbe7bbeb486df3ea6.html

Guidelines for providers of general-purpose AI models
https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/policies/guidelines-gpai-providers?utm_source=chatgpt.com

www.bis.gov
https://www.bis.gov/press-release/department-commerce-announces-rescission-biden-era-artificial-intelligence-diffusion-
rule-strengthens

National Security Presidential Memorandum/NSPM-11 – The White House
https://www.whitehouse.gov/presidential-actions/2026/06/national-security-presidential-memorandum-nspm-11/

人工知能関連技術の研究開発及び活用の推進に関する法律 ...
https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_act/ai_act.html?utm_source=chatgpt.com
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DeepSeekに関する情報提供
https://www.ppc.go.jp/news/careful_information/250203_alert_deepseek/?utm_source=chatgpt.com

Models | OpenAI API
https://developers.openai.com/api/docs/models

What's new in Gemini 4 Argon  |  Gemini API  |  Google AI for Developers
https://ai.google.dev/gemini-api/docs/latest-model

Mistral Large 4 - Mistral AI | Mistral Docs
https://docs.mistral.ai/models/mistral-large-4-0

Chat Completions API
https://platform.kimi.com/docs/api/chat?utm_source=chatgpt.com

模型列表- Kimi API 开放平台
https://platform.moonshot.cn/docs/models?utm_source=chatgpt.com

3Dも作る3兆級LLM「Kimi K3.1 Pro」。11月4日までにオープン ...
https://pc.watch.impress.co.jp/docs/news/2150898.html?utm_source=chatgpt.com

Moonshot curbs hacking ability in new Kimi model as fears grow over AI-powered cyberattacks
https://www.reuters.com/technology/moonshot-curbs-hacking-ability-new-kimi-model-fears-grow-over-ai-
powered-2026-10-24/?utm_source=chatgpt.com

Simon Willison’s Weblog
https://simonwillison.net/

Models overview - Claude Platform Docs
https://docs.anthropic.com/en/docs/about-claude/models/overview
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